






考察 

昭和 61 年の神奈川の出生数は 83,481 名で新生児死亡は 242 名であった。神奈川の死亡の

65%、1000g 未満の出生の 85%を調査した 34 施設で扱っていることになる。長期入院患者数

は 10～15%は隣接した生活圏である東京でまかなわれていると考えると、神奈川での長期

入院患者の実数は 140～150 名が予想される。1500g未満ことに 1250g 未満は未熟性によっ

て入院期間に差がでる。入院期間の長期化の原因となっているのは奇形、低酸素性脳症で

ことに奇形は半数が死亡しているにもかかわらず、平均在院期間がながく、442 日、632

日をこえて尚入院中の 2名がいる。BPD、消化管奇形、重度障害児の入院長期化に対応して、

在宅経静脈栄養や在宅酸素療法、呼吸器療法の必要性も検討され始めている。このような

重度な児ばかりでなくなんらかの障害をもった児を家庭にかえすにあたっては、医療機関

のみでなく地域の保健所などと密に連絡をとりあって、包括的に心の通った医療をすすめ

ていく必要があると思われた。 


